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                                     様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （    村  橋   勲      ）  

論文題名 

 

難民のモビリティ・秩序化・日々のアナキズム 

人道主義的統治における南スーダン難民の社会生活 

論文内容の要旨 

 

本論は、はじめに、序章および終章をのぞく６つの章で構成される。各章では、南スーダン難民の移動性、難民の

移動を管理し秩序化するテクノロジー、人道主義的統治の下での難民の応答と日常的実践という主題にそって、移動

を切り口に南スーダン人の場所と文化を捉えること、そして人道支援的統治の下で展開される難民の社会生活から難

民キャンプという空間について考察した。 

序章では、難民の歴史と難民の人類学的研究に関する先行研究を概観した。そのうえで、本論における難民の定義

と、これまでの難民の人類学研究を振り返りながら本論の視座を提示した。本論の視座は、難民のモビリティ、難民

キャンプという空間と使用されるテクノロジー、難民の場所と文化を振りかえった。 

第１章では、ヨーロッパとアラブとの邂逅から2005年の内戦終結までの南部スーダンの歴史を整理しながら、南ス

ーダン-ウガンダ国境地帯の形成について論じた。この国境地帯は、透過性が高い国境であり、奴隷交易、労働人口の

移動、難民移動といった形で人々が日常的に国境を越えており、そのために人口の流動性が高い社会が形成されてき

たと論じた。 

第２章では、内戦終結後の南部／南スーダンの国家建設と平和構築に注目して、分離独立を経て、新たな内戦に至

る社会的背景とプロセス、そして難民移動を明らかにした。ここでは、１）内戦終結後の南部スーダン政府の統治構

造が地域社会にもたらした影響と現在の内戦との関係、２）国家紛争主体と非国家紛主体の紛争アクターが関わるこ

とで生じる内戦の細分化、３）難民移動のパターンとプロセス、そして個別の難民の経験から難民移動にみる行為主

体性と主導性を論じた。 

第３章では、ウガンダの難民居住地における人道主義的統治について論じた。難民の移動、難民のケアと管理がど

のようなテクノロジーによって行われているか、そして公式と非公式の統治メカニズムが共存に関する事例検証を行

った。UNHCRとウガンダ政府による公的な管理――難民登録と、ケア――土地の割り当てと食糧援助は、しばしば非合

法の統治のメカニズムに置き換えられる。そのなかで、難民は当局の支配を撹乱し、リスクを回避する方法――実践

としてアナキズム――を即興的に生み出して応答していると論じた。 

第４章では、NGOによる自立支援の事例を通して、レジリエンス人道主義と呼ばれるアプローチが難民の生計や社会

生活にどのような影響を及ぼすかをNGOの所得創出活動支援に関する事例研究を通して考察する。ここでは、自立支援

プログラムが想定するレジリエンスの意味を問うと同時に、自立を促進していないという実態を指摘した。 

第５章では、難民の生計活動から個人や世帯レベルにおける難民の戦略を分析する。１）生計追求に関する難民の

権利、２）農村居住地の環境および難民の生計を形作る制度的環境、３）ジェンダー化される難民の生計活動、４）

難民と「ホスト社会」との社会経済的な関係について個人や世帯の活動に関する事例をあげながら考察した。 

第６章では、難民が文化的実践をとおして家／故郷をどのように想像上かつ物質的に創造するかを論じる。難民の

人類学においては、文化を固定した場所にあるという想定が批判されてきた。ここでは、南スーダン難民がウガンダ

とケニアの難民キャンプで行う文化的実践を通して、難民がモノと身体を介して場所を作り上げ、歴史と文化を再構

築していると論じた。 

終章では、１）自発的／非自発的な移動性／不動性という概念を用いて、紛争下での南スーダン人の移動を包括的

に論じた。そして、文化を場所に固定する定住主義への批判は妥当であるが、人々が避難先で家／故郷を想像上かつ

物理的に構築していることを見通すべきではないと論じた。難民キャンプに関しては、難民キャンプは、「剥き出し

の生」しか存在しないような完全に非人間的な空間ではないが、諸アクターの戦術、期待、願望が複雑に交差する場

であり、それによって難民キャンプは絶えず意図しない結果を生み出す不確実な世界が生み出される空間である、と

結論づけた。 

 




